
1

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

広報はくば
白馬村がUNWTOベストツーリズムビレッジに認定されました………2
知ってほしい！水道事業…………………………………………4
白馬村の農林業……………………………………………………6

館報はくば
わでん伝筆教室………………………………………１
第39回白馬席書大会が開催されました……………２
第9回はつゆきコンサートのお知らせ………………２

はくば
広報

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。

10月14日(土曜日)に子育て支援ルーム・木流公園で「はくばあそびまなびフェス2023」を
開催しました。
今年も地域の住民や団体、事業者の皆様から、多様な体験ができるプログラム・ワークショップ
や多数の出店をご提供いただき、好天にも恵まれ約600人の来場者が思い思いに楽しんでいました。
ご協力・ご参加いただいた皆様に感謝申し上げます。
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白
馬
村
が
U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観
光
機
関
）

ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観
光
機
関
）は
、

世
界
1
6
0
カ
国
が
加
盟
す
る
、観
光
に

お
け
る
国
際
主
導
機
関
で
あ
り
、ベ
ス
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
は
、持
続
可
能
な

開
発
目
標
に
沿
っ
て
、観
光
を
通
じ
て
文

化
遺
産
の
促
進
や
保
全
、持
続
可
能
な
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
を
認
定
す
る

と
い
う
、2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

U
N
W
T
O
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ

の
取
組
は
、観
光
を
通
じ
て
、地
域
の
景

観
、知
恵
、生
物・文
化
の
多
様
性
、産
業
と

い
っ
た
、地
域
が
持
つ
様
々
な
側
面
の
価

値
の
向
上
、保
護
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

指
し
、地
域
の
優
良
事
例
を
集
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
の

選
出
に
よ
り
、白
馬
村
は
国
際
機
関
に
よ

り
対
外
的
に
世
界
水
準
の
持
続
可
能
な
観

光
地
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、白
馬
村
の
目
指
す

「
世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」実
現
の
一
つ
の
大
き
な

証
で
あ
り
、そ
の
実
現
の
た
め
に
こ
れ
ま

で
先
人
の
代
か
ら
、自
然
環
境
や
景
観
、文

化
、歴
史
、農
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
産

業
等
を
振
興
、保
全
、継
承
さ
れ
て
来
ら
れ

ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
は
過
去
最
多
の
55
か
国
か
ら

約
2
6
0
地
域
の
推
薦
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
白
馬
村
を
含
む
29
か
国
54
地
域

が
「
ベ
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ

ジ
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

U
N
W
T
O
第
25
回
総
会
が
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
4
年
ぶ
り
の
通
常
開

催
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、U
N
W
T
O

駐
日
事
務
所
や
観
光
庁
か
ら
も
出
席
依

頼
が
あ
り
、
日
本
か
ら
は
白
馬
村
の
丸

山
村
長
が
10
月
19
日
の「
ベ
ス
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
表
彰
式
」と「
ベ
ス

ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
国
際
会

議
」
に
参
加
し
、
表
彰
式
に
お
い
て
認

証
盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
日
本
で
は
、
国
際

審
査
に
提
出
す
る
全
て
の
地
域
が
認
証

さ
れ
る
べ
く
、
国
内
審
査
が
⾏
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
観
光
庁
に
よ
る
審
査
を
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経
て
、３
地
域
ほ
ど
に
候
補
が
絞
ら
れ
、

観
光
庁
と
協
働
で
国
際
審
査
へ
と
挑
み

ま
し
た
。
2
6
0
地
域
に
は
国
内
審
査

を
通
過
し
な
か
っ
た
地
域
数
は
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
提
出
書
類
の
分
量
も
初
年

度
の
倍
以
上
に
増
え
、
動
画
提
出
な
ど

も
加
わ
り
、
難
易
度
が
⾼
い
中
で
の
受

賞
と
な
り
、
観
光
立
国
を
謳
う
日
本
と

し
て
も
大
き
な
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ
ジ

の
認
証
を
受
け
る
と
、U
N
W
T
O
が

実
施
す
る
国
際
会
議
へ
の
参
加
や
、
優

良
事
例
と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
知

名
度
が
向
上
す
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

の
ほ
か
、
国
内
外
の
観
光
客
、
特
に
持

続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
に
関
心
の
⾼

い
観
光
客
の
訪
問
先
候
補
と
な
る
可
能

性
が
⾼
く
な
る
と
い
っ
た
効
果
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
観
光
庁
が
今
後

公
募
す
る
持
続
可
能
な
観
光
に
係
る
補

助
金
事
業
や
環
境
整
備
事
業
な
ど
の
対

象
を
決
定
す
る
選
考
の
際
に
、
加
点
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
加
点
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も
の

と
し
て
、「
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
レ
ッ

ジ
の
認
証
」、「
日
本
版
持
続
可
能
な
観

光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
観
光
地
経

営
計
画
の
策
定
」、「
先
駆
的
D
M
O
の

認
証
」
の
3
つ
を
挙
げ
て
お
り
、
白
馬

村
は
今
年
6
月
に「
持
続
可
能
な
観
光

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
の
10
地
域
に
選
出

さ
れ
、今
後「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た
観
光
地

経
営
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
ベ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
に
よ
り
、

3
つ
示
さ
れ
て
い
る
加
点
ポ
イ
ン
ト
の

う
ち
の
2
つ
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、

全
国
で
も
優
良
な
地
域
と
な
り
ま
す
。

10
月
27
日（
金
曜
日
）13
時
～
白

馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
に
て
、白

馬
村
U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観

光
機
関
）ベ
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ

レ
ッ
ジ
認
定 
記
念
報
告
会
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。

ご
来
賓
の
U
N
W
T
O
駐
日
事
務

所 

小
西
恵
理
様
、
衆
議
院
議
員 

務
台

俊
介
様
、
衆
議
院
議
員 

下
条
み
つ
様
、

長
野
県
知
事 

阿
部
守
一
様
か
ら
ご
祝

辞
を
頂
戴
し
、U
N
W
T
O
駐
日
事
務

所
代
表（
初
代
観
光
庁
長
官
）
本
保
芳

明
様
か
ら
は
祝
賀
ム
ー
ビ
ー
を
、
長
野

県
議
会
議
員 

宮
澤
敏
文
様
、
一
般
財

団
法
人
エ
シ
カ
ル
協
会
代
表
理
事
･

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
広
報
大
使 

末
吉
里
花
様
、
衆
議
院
議
員 

小
泉
進

次
郎
様
か
ら
は
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
ベ
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
認
定
に
あ
た
り
評
価
さ

れ
た
、「
山
岳
・
ス
キ
ー
・
民
宿
・
農
業
・

里
山
文
化
」
の
各
分
野
で
代
表
す
る
方

や
組
織
と
い
う
観
点
か
ら
、
白
馬
村
歴

史
民
俗
研
究
家 

田
中
欣
一
様
、
日
本

ス
キ
ー
発
祥
1
0
0
周
年
委
員
会
会
長

（
白
馬
山
と
ス
キ
ー
の
総
合
資
料
館
顧

問
）丸
山
庄
司
様
、
白
馬
村
農
業
委
員

会
会
長 

松
沢
正
猛
様
、
白
馬
山
案
内

人
組
合
組
合
長 

松
澤
幸
靖
様
へ
感
謝

状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、「
持
続
可
能
な
世
界

水
準
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に
向

け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
白
馬
村
の
友
好

都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
レ
ッ
ヒ

村
の
観
光
局
長 

ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
ル

ヒ
ャ
ー
様
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
⾏
い
ま
し
た
。

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722
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知
っ
て
ほ
し
い
！

　
　
　
　 

水
道
事
業 

岐
路
に
立
つ
「
白
馬
の
水
道
」

昭
和
39
年
に
上
水
道
創
設

昭
和
31
年
９
月
30
日
に
神
城
村
と
北
城
村

が
合
併
し
て
白
馬
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
39
年
に
そ
れ
ま
で
地
域
ご
と
に
あ
っ

た
簡
易
水
道
が
統
合
さ
れ
、白
馬
村
上
水
道

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
49
年
か
ら
拡
張

事
業
と
し
て
配
水
池
と
配
水
管
の
整
備
を
行

い
、さ
ら
に
、観
光
人
口
や
別
荘
の
増
加
等
に

よ
る
水
需
要
の
増
加
を
想
定
し
、昭
和
55
年

か
ら
57
年
に
か
け
て
二
股
浄
水
場
の
建
設
を

行
い
ま
し
た
。

現
在
は
給
水
人
口
9
9
0
0
人
、
1
日
最

大
給
水
量
2
６
，９
０
０
㎥
／
日
の
上
水
道

事
業
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
と
耐
震
化

村
内
の
水
道
管
の
総
延
長
は
約
2
0
3
km

で
あ
り
、白
馬
村
か
ら
東
京
都
ま
で
の
距
離

に
匹
敵
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、30
％
に
相
当

す
る
61
km
が
法
定
耐
用
年
数
で
あ
る
40
年
を

超
え
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
耐
震
性
に
目
を
向
け
る
と
、二
股

浄
水
場
も
40
年
以
上
が
経
過
し
、浄
水
場
や

配
水
池
と
い
っ
た
基
幹
施
設
の
耐
震
診
断
に

お
い
て
、耐
震
性
は
な
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
管
路
の
耐
震
化
率
は
全
国
及
び

長
野
県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

全
管
路
の
耐
震
化
率
は
3
割
以
下
に
留
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

白
馬
村
で
は
、古
く
な
っ
た
管
路
を
耐
震

管
に
順
次
更
新
す
る
こ
と
で
管
路
の
耐
震
化

を
進
め
て
い
ま
す
が
、財
源
や
人
員
の
制
約

か
ら
、全
て
の
管
路
を
耐
震
化
す
る
に
は
長

い
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、被
災
時

の
影
響
や
老
朽
度
等
の
要
素
を
踏
ま
え
た
計

画
的
な
管
路
更
新
に
よ
り
、耐
震
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

今
後
の
投
資
計
画
と
費
用

老
朽
化
が
進
む
白
馬
村
の
水
道
施
設
は
、管
路
更
新
等
の
将
来
的
投
資
を
計
画
的
に
行
い
、施
設
の
強

靭
化
が
必
要
な
状
況
で
す
。
建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、耐
震
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
て
い
る
二
股

浄
水
場
は
、今
後
、耐
震
補
強
を
し
て
継
続
運
用
す
る
の
か
、施
設
の
新
規
更
新
を
行
う
の
か
、そ
れ
と
も
、

人
口
減
少
に
よ
る
配
水
需
要
の
減
少
や
管
路
更
新
に
よ
る
効
率
的
な
配
水
に
よ
っ
て
、施
設
の
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
等
が
可
能
な
の
か
、判
断
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、施
設
の
更
新
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
昨
年
度
に
改
定
し
た「
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」に
よ
る
投
資
計
画
で
は
、今
後
10
年
間
で
約
35
億
円
の
事
業
費
が
か
か
る
見
通
し
で
す
。
こ
の
う
ち
、

約
21
億
円
は
二
股
浄
水
場
再
整
備
事
業
に
よ
る
も
の
で
、ピ
ー
ク
時
に
は
年
7
億
円
以
上
の
事
業
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

800

700

600

500

400

300

200

100

0

事
　業
　費
（
百
万
円
）

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

管路更新 設備更新 二股浄水場再整備 その他委託

投  資  計  画

129 121

250
197 182 184

263

380 372

732
660

昭和 57 年竣工当時の二股浄水場
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料
金
収
入
は
減
少

水
道
事
業
は
、料
金
収
入
を
財
源
に
経
営
す
る
独
立
採
算
制
で
運
営
し
て
お
り
、

安
全
な
水
を
24
時
間
3
6
5
日
、お
届
け
す
る
の
が
使
命
で
す
。
そ
の
た
め
、老
朽

化
対
策
や
耐
震
化
な
ど
、多
額
の
施
設
更
新
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、

燃
料
費
の
高
騰
や
修
繕
費
の
増
加
で
経
費
も
嵩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

一
方
、収
益
の
約
8
割
を
占
め
る
水
道
料
金
収
入
は
、こ
こ
数
年
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
観
光
人
口
の
減
少
で
落
ち
込
み
、今
後
も
定
住
人
口
の
減
少
等
で
減
っ
て

い
く
見
通
し
で
す
。

ま
た
、水
道
料
金
は
、昭
和
59
年
に
改
定
を
行
っ
て
以
来
、消
費
税
の
導
入
・
改

定
に
よ
る
値
上
げ
を
除
き
、改
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

必
要
な
資
金
の
捻
出
は
、経
営
努
力
だ
け
で
は
困
難
な
状
況
で
、今
後
も
持
続

可
能
で
健
全
な
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、財
源
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
財
源
確
保
の
考
え
方

企
業
債
の
活
用

　

施
設
を
更
新
す
る
費
用
の
財
源
と
し
て
、企
業
債
を
発

行
し
、長
期
の
借
入
金
を
効
果
的
に
活
用
し
ま
す
。

水
道
施
設
は
、世
代
を
超
え
て
長
く
使
用
で
き
、現
在
の

利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、将
来
の
利
用
者
の
財
産
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、施
設
更
新
費
用
の
財
源
と
し
て
、施
設

の
更
新
費
用
を
現
在
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、次
世
代
に

も
負
担
し
て
も
ら
う
企
業
債
の
活
用
は
、世
代
間
負
担
を

均
衡
で
き
る
資
金
調
達
の
方
法
で
す
。
将
来
、次
世
代
へ

の
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、適
切
に
運
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

料
金
の
あ
り
方
の
検
討

　
白
馬
村
の
水
道
料
金
は
実
質
的
に
39
年
据
え
置

き
で
、現
行
の
料
金
水
準
や
体
系
で
は
、事
業
の
運

営
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、水
道
料
金

を
見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
4
月
に
、村
長
か
ら
白
馬
村
上
下
水
道

事
業
経
営
審
議
会
に
対
し
て「
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
の
改
定
」に
つ
い
て
、諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、料
金
水
準
・
料
金
体
系
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、経
営
審
議
会
に
お
い

て
答
申
を
受
け
ま
し
た
ら
、広
報
等
で
住
民
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

水道料金収入　

265,000

260,000

255,000

250,000

245,000

240,000

235,000

230,000

225,000

220,000

9,500

9,000

8,500

8,000

7,500

7,000

入口

人口（人）料金収入（千円） 水道料金収入と人口の予測

H30H29 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

企業債元金残高推移

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
H30

355
299 258 259 250

303
368

539
662

779
882

1,026

1,162
1,292

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

単位：百万円

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

令和 5 年度第 1 回経営審議会の様子
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第16回 白馬村の農林業
（森林病害虫）

①どんぐりエリア
（住宅、営業施設）

④岩岳スノーフィールドエリア
（観光施設）

②岩岳遊歩道エリア
（トレッキング客）

③新田森林エリア
（急峻、岩地質、道無く容易に近付けない）

大字北城
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１．森林病害虫とは
　森林病害虫等防除法第２条に定義されており、樹木又は林業種苗に損害を与える虫を指します。
代表的な森林病害虫被害として、ナラ枯れ、マツ枯れがあります。
 
２．ナラ枯れの状況
　白馬村では、平成２１年頃に発生し、一旦終息しましたが、令和２年頃から岩岳地区、どんぐり
地区等で再発生しました。ナラ枯れは、カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌により、ナラ類が
集団的に枯損するものです。令和３年より人的被害防止、観光客の安全確保のために住宅周辺や
遊歩道周辺の対策をしていますが、道がなく容易に近付くことができない森林での対策が未着手
だったため、景観的に対策を望む意見があり、令和５年９月議会で補正予算が可決されました。
　林野庁によると、全国のナラ枯れ被害は、平成２２年度をピークに減少し、１０万㎥未満で推移
してきましたが、令和２年度には約１９．２万㎥に再び急増し、令和４年度は１５．１万㎥、４１都
府県と日本各地で発生していると発表があります。

３．ナラ枯れ対策会議
　９月２０日に、長野県林業総合センターの研究員を招き、関係者によるナラ枯れ対策会議を開
催し、研究員からナラ枯れの情報提供をいただき、エリア別対策について情報共有しました。
○ナラ枯れの情報
　・江戸時代からある日本古来の森林病害虫（マツ枯れは外来）
　・空中散布防除では被害の根絶はできない
　・ 過去事例から自然サイクルなので、終息に５年程度要するが、発生場所が移っていくことはあ
る（カシノナガキクイムシの入る木が無くなるまで続く）

　・ 県内では、平成１６年に飯山市、信濃町で確認され、平成２２年をピークに減少傾向だったが、
令和２年に再び増加している

　・他県では、行政主体で処理したが対応しきれなかった事例あり
　・ 最近の研究で、ナラ枯れ被害は標高1,300ｍ超えでも発生、岐阜県の研究では標高780ｍ以上
でカシノナガキクイムシの越冬は認められなかったが、温暖化等により変化する可能性あり（研
究結果のみで実証はない）

　・ 枯木処理は人身被害等へのリスク管理としては重要だが、全ての処理は不可能。薬剤処理等の
防除も重要

○エリア別対策
　①どんぐりエリア
　②岩岳遊歩道エリア
　→人的被害防ぐため、*1特殊伐採、*2伐倒くん蒸処理、*3薬剤注入処理を優先的に実施
　③新田森林エリア
　→ 急峻、岩地質により処理困難だが、景観を考慮するなら、伐倒のみ実施。大径木が密になって
おり、下部は土砂災害警戒区域指定地なので、現地調査のうえ伐倒木を判断

　④岩岳スノーフィールドエリア
　→エリア内被害木を索道会社が調査。処理方法、費用等を村、索道会社で調整
　⑤和田野エリア
　→ナラにフラス（木くず）確認。地区が薬剤注入等実施、村が薬剤資材支給
　
　　*1特殊伐採：住宅周辺、電線周辺の木を根元から倒さずにクレーン車や専用ロープで伐採する
　　*2伐倒くん蒸処理：被害木を伐採、玉切り、薬剤散布し、シート被膜する
　　*3薬剤注入処理：枯れていないナラに専用薬剤を注入、保護する

４．マツ枯れ
　アカマツが感染する森林病害虫で外来です。マツノマダラカミキリがマツノザイセンチュウを
運び、木に潜入、枯死します。全国的に拡大しており、近隣では松本市から大町市付近で発生して
います。夏から秋に掛け、針葉が急速に枯れます。健全なアカマツは幹を傷付けるとヤニを分泌
しますが、感染木はヤニ量が著しく減少するか全く分泌しません。冷涼な地方では外見が正常な
まま翌年まで生存し、翌春から初夏に枯死する「年越し枯れ」もあるそうです。
　マツ枯れ拡大原因は、気温上昇や自動車に付着したカミキリがアカマツに付着するとの情報も
あり、村内では、みそら野、めいてつ地区の沿道にアカマツが自生しており、今後注視する必要が
あります。

①どんぐりエリア
（住宅、営業施設）

⑤和田野エリア
（住宅、営業施設）

大字北城

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766
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冬
の
水
道
管
破
裂
等
漏
水
事
故
に
注
意
！

○
特
に
注
意
が
必
要
な
場
所

・�

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、水
道
管
内
の

水
が
凍
っ
て
、水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
等
が

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
に
多

い
の
は
次
の
よ
う
な
所
で
す
。

①�

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

②�

屋
根
雪
の
落
場
付
近
に
あ
る
外
部
水
道

③�

北
側
に
あ
る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

④�

風
あ
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
水
道
管
や

メ
ー
タ
ー

　
こ
の
よ
う
な
所
に
あ
る
水
道
管
や
メ
ー

タ
ー
は
、し
っ
か

り
と
凍
結
防
止

の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

・�

凍
結
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
露
出
管
に
は
、

凍
結
防
止
電
熱
帯
が
巻
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、必
ず
電
源
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・�

水
道
管
や
蛇
口
に
保
温
材
を
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。保
温
材
に
は
、取
付
け
が

簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま
す
が
、身
近
な

も
の
と
し
て
毛
布
や
布
な
ど
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
を
水
道
管
や
蛇
口
部
分
に
巻

き
つ
け
、ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
し
っ

か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、濡
れ
て
い

な
い
保
温
材（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）

を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
た
も
の
を

（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

が
割
れ
た
際
に
ボ
ッ

ク
ス
内
に
散
ら
ば
せ

な
い
た
め
）、詰
め
て

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
を
保
温
し
ま
し
ょ

う
。

○  

冬
期
、長
い
間
家
を
空
け
る
と

き
は
必
ず
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ

う
！

水
抜
き
を
し
て
お
か
な
い

と
、留
守
の
間
に
蛇
口
な

ど
が
凍
結
破
裂
し
、水
が

吹
き
出
す
こ
と
で
、膨
大

な
水
の
使
用
量
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

長
期
不
在
に
す
る
時
は
必
ず
水
抜
き
を
し

て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
水
を
細
く
出
し
て
凍
結
防
止
と
す
る
こ

と
は
、膨
大
な
使
用
量
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
必
ず
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

︿
水
抜
き
の
大
ま
か
な
手
順
﹀

①�

蛇
口
を
閉
め
た
状
態
で
、不
凍
式
止
水

栓
の
ハ
ン
ド
ル
を
右
へ
最
後
ま
で
い
っ

ぱ
い
回
す
と
、不
凍
栓
の
排
水
部
か
ら

水
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

�

そ
の
後
、蛇
口
を
開
け
、蛇
口
か
ら
空
気

を
吸
わ
せ
る
と
水
道
管
内
の
水
が
抜
け

ま
す
。

②�

屋
内
操
作
型
水
抜
き
栓
の
場
合
は
レ

バ
ー
を
引
き
、蛇
口
を

開
け
、蛇
口
か
ら
空
気

を
吸
わ
せ
る
と
水
道

管
の
水
が
抜
け
ま
す
。

○
水
抜
き
時
の
漏
水
に
注
意

　
不
凍
栓
操
作
が
不
十
分（
半
開
の
状
態
）

だ
と
、排
水
部
か
ら
水
が
流
れ
続
け
、漏
水

の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

不
凍
栓
操
作
後
に
は
必
ず
水
道
メ
ー

タ
ー
で
止
水
で
き
て
い
る
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、不
凍
栓
操
作
後
に
水
道
メ
ー

タ
ー
が
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、不
凍
栓
が

破
損
し
て
い
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、白
馬
村

水
道
工
事
指
定
業
者
に

修
理
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○ 

給
湯
器
や
ト
イ
レ
等
器
具
の

水
抜
き
も
忘
れ
ず
に

　

不
凍
栓
で
水
抜
き
を
し
て
も
、給
湯
器

や
ト
イ
レ
等
の
器
具
内
の
配
管
に
は
水
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
器
具
内
に
残
っ
た
水
が
凍
結
し
器
具
を

破
損
さ
せ
る
場
合
が
有
り
ま
す
の
で
、不

凍
栓
だ
け
で
な
く
、器
具
内
の
水
抜
き
や

不
凍
液
で
の
凍
結
防
止
を
忘
れ
ず
に
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

と
き
は

　

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し

ま
す
。熱
湯
を
か
け

る
と
、水
道
管
や
蛇

口
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

・�

不
凍
式
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、破

裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
し
っ
か

り
と
巻
き
付
け
て
応

急
手
当
を
し
て
く
だ

さ
い
。そ
し
て
、最
寄

り
の「
白
馬
村
水
道

工
事
指
定
業
者
」
に

修
理
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○ 

メ
ー
タ
ー
位
置
の
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

万
が
一
の
漏
水
事
故
に
備
え
、メ
ー
タ
ー

の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
寒
い
冬
が
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

冬
期
間
は
、凍
結
に
よ
る
宅
内
漏
水
事
故
が
急
増
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
は
、お
客
様
の
責
任
で
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、冬
期
間
も
安
心
し
て
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
水
道
の
冬
じ
た
く
を
お

願
い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714
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シ
リ
ー
ズ

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別 （
vol.
7
）

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

　
未
来
の
地
球
環
境
や
白
馬
村
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
守
り
、次
世
代
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
に
今
か
ら
で
き
る

こ
と
を
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■ 

ご
み
の
地
区
集
積
場
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

村
内
に
は
、多
く
の
地
区
集
積
場

が
あ
り
ま
す
。村
内
に
あ
る
各
行
政

区
へ
加
入
い
た
だ
く
と
、地
区
集
積

場
に
一
般
生
活
に
よ
る
ご
み
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。地
区
集
積
場
は
、

地
区
の
環
境
衛
生
委
員
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
皆
様
で
清
掃
・
管
理
を

し
て
い
ま
す
。集
積
場
を
き
れ
い
に

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、利
用
す

る
方
一
人
一
人
が
ご
み
・
資
源
を
正

し
く
分
別
し
、決
め
ら
れ
た
曜
日
や

時
間
を
守
っ
て
適
正
に
排
出
す
る
こ

と
に
加
え
、ご
利
用
の
皆
様
で
協
力

し
て
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、自
治
体
ご
と
に
ご
み
の

分
け
方
や
出
し
方
が
異
な
り
ま
す
の

で
、白
馬
村
に
転
入
し
た
人
は
、特
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。行
政
区
に
加
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
白
馬
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
１
） 決
め
ら
れ
た
収
集
日
と
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う

・
収
集
日

�

燃
え
る
ご
み

　
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日

金
属
ご
み　
　

　
月
曜
日

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
物　

　
火
曜
日

そ
の
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
物　

　
木
曜
日

ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず　

　
金
曜
日

※�

地
区
に
よ
り
、ご
み
減
量
化
へ
の

取
組
み
の
た
め
、収
集
回
数
を
減

ら
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
近
所
の
方
へ
確
認
い
た
だ
く
か
白

馬
村
役
場
住
民
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

・�

利
用
時
間

　
収
集
日
前
日
の
午
後
６
時
か
ら
当

日
の
午
前
８
時
ま
で
の
間
で
す
。

※�

清
掃
等
の
衛
生
管
理
に
影
響
が
あ

り
ま
す
の
で
、決
め
ら
れ
た
日
に

ち
、時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）注
意
事
項

・�

宿
泊
施
設
・
店
舗
等
の
事
業
活
動
に

伴
い
出
る
ご
み（
事
業
系
一
般
廃
棄

物
）は
、自
己
の
責
任
で
処
理
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。事
業
者
の
皆
様
は
、処
理

業
者
に
ご
み
収
集
を
委
託
す
る
等
、

適
正
な
ご
み
処
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

・�

分
別
等
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
場
合
、収
集
業
者
に
回
収
さ
れ
ま

せ
ん
。
特
に
び
ん
や
金
属
ご
み
の

分
別
の
悪
い
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

・�

地
区
集
積
場
へ
全
て
の
ご
み
が
出

せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。出

せ
な
い
も
の
を
置
い
て
く
る
行
為

は
不
法
投
棄
に
あ
た
り
、地
域
の
方

が
撤
去
を
す
る
等
多
大
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
布
団

等
の
粗
大
ご
み
は
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

11月納期の
村税及び
料金

納期限 口座
振替日

納付方法・納付場所

現金払い
（金融機関及び役

場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替 クレジット

カード決済※
スマートフォン
決済アプリ

国民健康保険税
第６期分 11月30日

（木曜日）
11月27日
（月曜日）

○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料

第４期分 ○ ― ○ ― ―
上下水道料
11月請求分

11月27日
（月曜日）

11月27日
（月曜日） ○ ○ ○ ― ―

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

Vol.7　

取
壊
し
が
完
了
し
た
家
屋
に

つ
い
て
、届
出
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
、届
出
が
必
要
で
す
。
必
ず

取
り
壊
し
た
年
の
年
末
ま
で
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合

　
法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。滅
失
登
記

が
完
了
す
る
と
法
務
局
か
ら
登
記

さ
れ
た
旨
が
村
へ
通
知
さ
れ
ま
す

の
で
、村
へ
の
届
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※�

滅
失
登
記
の
申
請
が
12
月
末
日

ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場

合
と
同
様
、家
屋
滅
失
届
を
白

馬
村
役
場
税
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の

場
合

　
家
屋
滅
失
届
を
白
馬
村
役
場
税

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。提

出
さ
れ
た
家
屋
滅
失
届
に
基
づ
き

税
務
課
職
員
が
現
地
確
認
を
行

い
、翌
年
度
の
課
税
対
象
か
ら
除

き
ま
す
。

※�

届
出
が
な
い
場
合
、取
り
壊
し

た
家
屋
に
誤
っ
て
課
税
さ
れ
て

し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

間
も
な
く
償
却
資
産
の
申
告

時
期（
令
和
6
年
1
月
1
日

～
1
月
31
日
）と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
申
告
の
実
績
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、令
和
5
年
12

月
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、令
和
6
年
１
月
31
日
ま
で

に
、白
馬
村
役
場
税
務
課
ま
で
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
5
年
か
ら
事
業
を
開
始

し
、申
告
の
必
要
が
あ
る
償
却
資

産
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
白
馬
村
役
場

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、償
却
資
産
と
し
て
申
告
が

必
要
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
な

ど
、ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話： 0261-85-0712

よくある
質問

Q1
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

A1
会
社
や
個
人
で
、工
場
や
お
店
な
ど
の
事

業
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品

な
ど
の
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。償
却
資

産
は
、土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。償
却
資
産
を
所
有
す

る
方
は
、毎
年
1
月
1
日
現
在
の
内
容
に
つ
い
て
、

1
月
31
日
ま
で
に
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q2
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て
い
る
が
、

村
に
も
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す

か
。A2

必
要
で
す
。確
定
申
告
は
、国
の
税
金
の

計
算
の
た
め
の
も
の
で
す
。償
却
資
産
の

申
告
は
、地
方（
市
区
町
村
）の
税
金
で
あ
る
固
定

資
産
税
の
計
算
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

Q3
す
で
に
廃
業
し
て
い
る
が
、申
告
書
が

届
い
た
の
で
す
が
。

A3
廃
業
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、そ
の
旨
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。償
却
資
産
申
告
書

の「
18
備
考
欄
」に
、「
廃
業
」の
記
入
と
廃
業
し
た

年
月
日
を
記
載
し
、提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。翌

年
度
か
ら
申
告
書
の
送
付
を
停
止
し
ま
す
。
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「
障
害
者
週
間
」は
、平
成
16
年
6
月

の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、国

民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、障
が

い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
障
害
者
の
日
」（
12

月
9
日
）に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、「
国

際
障
害
者
デ
ー
」で
あ
る
12
月
3
日
か

ら
、12
月
9
日
ま
で
の
1
週
間
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
1
週
間
は
、障
が
い
者
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
深
め
、障
が
い
の
あ

る
人
も
、な
い
人
も
、共
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
一
人
ひ
と
り

が
考
え
る
週
間
で
す
。

〇 

共
生
社
会
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い

く
た
め
に

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、た
く
さ
ん

の
製
品
・
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、そ
れ
ら
は
本
当
に
誰
に

と
っ
て
も
便
利
で
、使
い
や
す
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
誰
か
の
不
便
」を「
み
ん
な
の
使
い

や
す
さ
」に
変
え
て
い
き
た
い
。共
生

社
会
は
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。私
た
ち
の
生
活
の

中
に「
身
体
的
な
特
性
や
障
が
い
に
関

わ
り
な
く
、よ
り
多
く
の
人
々
が
共
に

利
用
し
や
す
い
製
品
・
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
」を
広
め
た
い
。み
ん
な
に
と
っ
て

の「
う
れ
し
い
キ
モ
チ
」を
も
っ
て
、み

ん
な
に
と
っ
て
の「
う
れ
し
い
カ
タ
チ
」

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・ 

う
れ
し
い
キ
モ
チ
：
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
に「
気
づ
く
」こ
と
が
始
ま
り
で

す
。

　
社
会
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な「
不
便
さ
」

や「
困
っ
た
こ
と
」を
抱
え
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。し
か
し
、自
分
以
外
の「
不

便
さ
」「
困
っ
た
こ
と
」に
は
気
づ
き
に

く
い
も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
、ど
ん

な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
か
を
伝
え
合

い
、自
分
以
外
の
人
の
不
便
さ
に
気
づ

い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・ 

う
れ
し
い
カ
タ
チ
：
い
ろ
い
ろ
な「
工

夫
」で
み
ん
な
が
使
い
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
不
便
さ
を

知
っ
た
ら
、「
知
恵
」を
持
ち
寄
り
、何

か
を「
発
見
」で
き
る
よ
う
、み
ん
な
で

「
協
力
」し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
困
っ
た
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

◯
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

白
馬
村
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
（
平
日
）8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

　
電　
話
：
0
2
6
1-

8
5-

0
7
1
3

　
F
A
X
：
0
2
6
1-

7
2-

7
0
0
1

　

�E-m
ail

：dhelp@
vill.hakuba.

lg.jp

　
（
夜
間
及
び
休
日
）

　

電�

話
：
0
8
0-

9
5
6
7-

6
5
3
5

　
F
A
X
：
0
2
6
1-

7
2-

7
0
0
1

　

�E-m
ail

：dhelp@
vill.hakuba.

lg.jp

◯ 

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関

す
る
相
談

健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係

　
（
平
日
）8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

　
電　
話
：
0
2
6
1-

8
5-

0
7
1
3

　
F
A
X
：
0
2
6
1-

7
2-

7
0
0
1

　

�E
-m
a
il

：h
u
k
u
sh
i@
vill.

hakuba.lg.jp

○ 

障
が
い
全
般
に
係
る
大
北
圏
域
の

総
合
相
談
窓
口

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」

　
〒
3
9
8-

0
0
0
2

　
大
町
市
大
町
1
1
2
9　

　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
T
E
L
：
0
2
6
1-

2
6-

3
8
5
5

　
F
A
X
：
0
2
6
1-

2
6-

3
8
5
6

　

�E
-m
a
il

：su
k
u
ra
m
u
jp
@

om
achishakyo.org

　
「
障
害
」表
記
に
つ
い
て
は
、「
白
馬

村
障
害
の「
害
」ひ
ら
が
な
表
記
取
扱

指
針
」に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

12
月
3
日
～
9
日
は“
障
害
者
週
間
”で
す

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713
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現
在
、白
馬
村
で
は
サ
ル
、イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、ク
マ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
白
馬
村
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会（
J
A
、白
馬
猟
友
会
長
、各

区
長
等
）を
組
織
し
、対
策
に
あ
た
る
と

と
も
に
、各
地
域
に
草
刈
り
等
の
環
境

整
備
を
ご
協
力
い
た
だ
き
、地
域
ぐ
る

み
で
対
策
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
有
害
鳥
獣
の
駆

除
や
追
払
い
に
つ
い
て
は
、村
長
が「
鳥

獣　

被
害
対
策
実
施
隊（
主
に
白
馬
猟

友
会
、農
政
課
職
員
）」を
任
命
し
、駆
除

や
追
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。サ
ル

等
へ
花
火
等
を
使
う
追
い
払
い
や
、罠

や
猟
銃
を
使
っ
た
定
期
的
な
有
害
鳥
獣

の
駆
除
の
他
、里
山
周
辺
に
ク
マ
等
の

大
型
獣
が
出
没
し
た
場
合
は
、緊
急
的

に
駆
除
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。近
年

は
一
昔
前
に
比
べ
、野
生
鳥
獣
の
被
害

や
目
撃
情
報
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、特
に
今
年
に
つ
い
て
は
昨
年
と
比

べ
て
も
目
撃
情
報
が
倍
増
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
駆
除
に
あ
た
る
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
は
写
真
の
よ
う
な
服
装（
オ
レ
ン

ジ
色
の
ベ
ス
ト
・
帽
子
）で
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。法
令
の
遵
守
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、野
生
鳥
獣
の
出
没
状
況

に
よ
っ
て
は
、集
落
等
の
近
く
で
業
務

に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
と
は
、「
国
籍
や
民
族
な
ど
が
異

な
る
人
々
が
、互
い
の
文
化
的
ち
が
い
を
認
め

合
い
、対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、地

域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ

と
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
馬
村
は
、国
内
外
か
ら
の
移
住
者
や
観
光

客
が
多
く
、村
の
基
本
理
念
を「
多
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る
村
」と
定

め
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
理
解
や
取
り
組
み
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、多
文
化
共
生
に
つ
い
て
学

び
考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：

　
11
月
29
日（
水
曜
日
）�

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

会
場
：

　

�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階

学
習
室

内
容
：

　

�

人
権
・
多
文
化
共
生
、白
馬
村
の
状
況
と
取
り

組
み
な
ど

＊
講
座
は
日
本
語
で
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、11
月
27
日（
月
曜

日
）ま
で
に
白
馬
村
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

白
馬
村
で
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
講
座
を
開
催
し
ま
す

○参考：クマ目撃情報 単位：件
年度 R2 R3 R4 R5

目撃件数 38 25 28 57
※ R5 は 10 月 15 日現在

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村公民館　電話：0261-85-0726
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   お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667　FAX：0261-72-7001

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

健
康
づ
く
り
だ
よ
り 

感
染
症
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た

令
和
５
年
度

　成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
事
業

や
さ
し
く
わ
か
る
成
年
後
見
制
度

令
和
5
年
5
月
に
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
て
か
ら
半
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
以
外
の
季
節
外
れ
の
感
染
症
流
行
も
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
が
成
年
後
見
制
度
を
活
用
す

る
き
っ
か
け
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●インフルエンザ
例年、11月から12月

に流行が始まり、1月頃
にピークを迎えているイ
ンフルエンザですが、今
年は5月に流行し、また
県内では9月から感染者
が増えてきています。今
年は過去10年で最も早
い流行と言われています。
●コロナウイルス

８月下旬頃に感染者が
増えましたが、今は減少
傾向にあります。ただし
前年の傾向を見ると年末
年始に感染拡大する恐れ
があるので、今後も注意
が必要です。
●感染症対策
かからないようにするために

▢ 帰宅時には十分な手洗いをしましょう
　 アルコールによる手指消毒も効果的
▢ 体の抵抗力を高めましょう
　 十分な休養と栄養を
▢ 適度な湿度(50〜60%)を保ちましょう

医療機関の受診について
▢  受診を希望する場合は、医療機関

に事前に電話で相談しましょう
　  受診・健康相談センター
　 0120-924-444  (24時間対応)

うつさないために
▢  咳やくしゃみがある場合はマスクを着用しましょう
▢  発熱等があるときは、外出を控えることをご検

討ください

ワクチン接種について
▢  ワクチンには発病する可能性を低減させる効果

と重症化予防に一定の効果がみとめられています。
特に高齢者や基礎疾患のある方は接種をご検討
ください。

定点医療機関あたりのインフルエンザ届出数 大北 長野県

定点医療機関あたりのコロナ届出数 大北 長野県

日
時
　
令
和
５
年
11
月
30
日
（
木
曜
日
）
14
時
～
16
時

会
場
　
白（
サ
テ
ラ
イ
ト
）

馬
会
場
　
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　
　
学
習
室

メ
イ
ン
会
場
　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

　
＊
メ
イ
ン
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
し
、
同
時
配
信
し
ま
す

内
容
　「
や
さ
し
く
わ
か
る
成
年
後
見
制
度
」

～
意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
の
権
利
を
守
る
た
め
に
～

長
野
県
弁
護
士
会
ひ
ま
わ
り
長
野
弁
護
士
　
塩
野
悠
子
氏

参
加
費
無
料
　
事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す

成
年
後
見
制
度
と
は
？

認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
、

物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
援
助
者
＝
「
成

年
後
見
人
等
」
を
家
庭
裁
判
所
が
選
び
、
法
律
的
に
支
援

す
る
制
度
で
す
。

主
催
　
北
ア
ル
プ
ス
圏
域
権
利
擁

護
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

共
催
　 

大
町
市
／
池
田
町
／
松
川

村
／
白
馬
村
／
小
谷
村
／

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

この機会に
是非ご参加
ください

コロナワクチン接種の予約は白馬村行政公式ホー
ムページ又はコールセンター(0261-75-0567)まで

はくば11月.indd   13はくば11月.indd   13 2023/11/08   16:222023/11/08   16:22
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白
馬
村
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
に
つ
い
て（
紹
介
）

白
馬
村
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
は
、
村
内
に

お
住
い
の
乳
幼
児
と
保
護
者
の
皆
様
の
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

☆
自
由
利
用

座
っ
て
の
ん
び
り
遊
ぶ
部
屋
と
、
走
っ
た

り
体
を
動
か
せ
る
広
い
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

庭
に
は
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
遊
具
も
あ
り
、
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
す
。

“
広
い
場
所
で
遊
ば
せ
た
い
”“
お
友
達
と

遊
ば
せ
た
い
”“
マ
マ
の
お
友
だ
ち
を
作
っ

た
り
お
喋
り
し
た
い
”　
保
護
者
の
方
は
、

ぜ
ひ
支
援
ル
ー
ム
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
な
か
よ
し
広
場

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
手
遊
び
、

歌
遊
び
、
制
作
、
身
体
を
使
っ
た
遊
び
な
ど
、

発
達
や
季
節
に
合
わ
せ
た
遊
び
を
み
ん
な
で

行
っ
て
い
ま
す
。
し
ろ
う
ま
保
育
園
栄
養
士

等
に
よ
る
“
お
昼
会
”“
お
い
し

い
も
の
食
べ
よ
の
日
”
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
“
郷

土
食
を
食
べ
よ
う
”
の
日
も
あ

り
、
お
子
さ
ん
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー

を
親
子
で
試
食
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

☆
各
種
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
会
、“
お
出
か
け
の
日
”“
タ
ッ

チ
ケ
ア
”“
親
子
で
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
”“
親

子
で
楽
し
む
バ
レ
エ
”“
人
形
劇
”“
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
”“
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
”な
ど
、

お
子
さ
ん
も
保
護
者
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

☆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
、
保
護
者
が

ゆ
っ
く
り
参
加
で
き
る
講
座
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
“
森
ヨ
ガ
”“
刺

繡
教
室
”“
お
料
理
教
室
”“
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
”“
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
”
を
行
っ

て
い
ま
す
。
少
し
の
間
お
子
さ
ん
と
離
れ
て

ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
、
一
時
保
育
、
休
日
保
育
や
育
児

の
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
結
果
・
見
積
結
果

入　 札　 日 令和5年10月2日
工　 事　 名 令和５年度 村道新設工事
工 事 箇 所 白馬村　字　飯田
落　 札　 者 （株）宮尾建設
予 定 価 格 4,862,000 円
最低制限価格 4,354,445 円
落 札 決 定 額 4,840,000 円

入　 札　 者

（株）宮尾建設
（有）ダイトー工業
白馬ソイル工業（株）

（株）太田造園
以上４名

入　 札　 日 令和5年10月10日

工　 事　 名 令和 5 年度 ウイング 21
自動火災報知設備更新工事

工 事 箇 所 白馬村 大字 北城 2066
落　 札　 者 有限会社 宮田電気商会
予 定 価 格 13,530,000 円
最低制限価格 10,147,500 円
落 札 決 定 額 13,310,000 円

入　 札　 者

有限会社 宮田電気商会
富士コムテック 株式会社
丸登電業 株式会社
以上３名

決　 定　 日 令和5年9月28日
業　 務　 名 白馬村除雪管理システム導入業務
決　 定　 者 ワイズ公共データシステム（株）
予 定 価 格 22,500,000 円
決 定 額 21,670,000 円

公募型
プロポーザル
方式により
選定された
契約候補者

ワイズ公共データシステム(株)

以上1名

入 札 結 果入 札 結 果 見 積 結 果

白馬村子育て支援ルームについて（紹介）

月 火 水 木 金 土 日

9:30〜12:00 自由利用 自由利用 自由利用 自由利用 自由利用 休館 自由利用

13:00〜16:00 自由利用 自由利用 自由利用 自由利用 自由利用 休館 休館

8:30〜17:00
（上記以外の時間は

ご相談ください）
一時保育 一時保育 一時保育 一時保育 一時保育 ※　休館 休日保育

※土曜保育は、しろうま保育園で実施しています

お問合せ　白馬村子育て支援ルーム　電話：0261-72-3025

はくば11月.indd   14はくば11月.indd   14 2023/11/08   16:222023/11/08   16:22



15

白
馬
村
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
最
優
秀
賞
授
与

白
馬
村
消
防
団

秋
季
火
災
予
防
運
動
消
防

総
合
訓
練
・
中
継
訓
練

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
白
馬
村
役
場

駐
車
場
使
用
に
つ
い
て

去
る
６
月
25
日
、
松
川
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で

行
っ
た
消
防
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
表
彰
で

採
点
誤
り
が
あ
り
、
こ
の
度
10
月
６
日
、

第
１
部
ポ
ン
プ
車
操
法
１
番
員
最
優
秀
賞

の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
最
優
秀
選
手
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
１
部
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

指
揮
者
　
横
川
　
敦
　
　
南
部
分
団

１
番
員
　
飯
森
　
洋
一
　
中
部
分
団

２
番
員
　
伊
東
　
里
志
　
南
部
分
団

３
番
員
　
三
澤
　
涼
太
　
南
部
分
団

４
番
員
　
丸
山
　
紘
生
　
中
部
分
団

10
月
14
日
（
土
曜
日
）
ウ
イ
ン
グ

21
に
お
い
て
秋
季
火
災
予
防
運
動
消

防
総
合
訓
練
・
中
継
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

消
防
署
・
消
防
団
の
合
同
訓
練
と

し
て
中
継
訓
練
を
行
い
、
通
報
か
ら

鎮
火
ま
で
一
連
の
流
れ
を
説
明
し
ま

し
た
。
そ
の
後
ブ
ー
ス
型
訓
練
を
行

い
、
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓

練
、
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水
訓
練
、

火
災
時
の
煙
体
験
、
災
害
時
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
等
の
火
災
そ
の
他
災
害
時
に

役
に
立
つ
知
識
を
学
習
し
ま
し
た
。

朝
晩
と
寒
い
日
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
運
行
し
て
い
ま
す
白
馬
北
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
車
場
所
と

し
て
、
現
在
白
馬
村
役
場
駐
車
場
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス

2
台
分
を
使
用
し
大
型
バ
ス
が
停
車
す
る
た
め
、
運
行
期
間
中
は
終
日
車

両
の
駐
車
は
お
控
え
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
白
馬
村
役
場
駐
車

場
を
ご
利
用
の
方
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
停
車
場
所
確
保
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
運
行
期
間
、
使
用
時
間
及
び
使
用
場
所
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話 :0261-72-7002

   お問合せ　白馬村役場　教育課　電話 :0261-85-0738

・�運行期間　令和5年11月29日から令和6年3月15日（休日、祝日を除く学校登校日運行）
・使用時間　午前7時40分から午前8時10分
　　　　　　午後2時50分から午後4時10分
　 （※使用時間は学校行事等により若干前後する場合があります。）
・使用場所　写真枠線内のとおり

はくば11月.indd   15はくば11月.indd   15 2023/11/08   16:222023/11/08   16:22
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～～ 登登録録ををおお済済みみででなないい事事業業者者のの皆皆様様へへ ～～

説説 明明 会会 内内 容容 開開 催催 日日 時時 開開 催催 場場 所所 定定員員 おお 問問 合合 せせ 先先

イインンボボイイスス制制度度説説明明会会

令令和和５５年年 月月 日日
：： ～～ ：：

令令和和５５年年 月月 日日
：： ～～ ：：

登登 録録 要要 否否 相相 談談 会会

令令和和５５年年 月月 日日
：： ～～ ：：

令令和和５５年年 月月 日日
：： ～～ ：：

【【 開開 催催 日日 程程 】】

▷▷ イインンボボイイスス制制度度説説明明会会：： 消消費費税税のの基基本本的的なな仕仕組組みみ、、イインンボボイイスス制制度度のの概概要要、、制制度度にに関関すするる税税制制改改正正事事項項

○ 新型コロナウイルス感染症等の感染拡大状況によっては、開催を中止する場合がございますので、あらかじめご了承ください。

○ 税務署の代表番号にお問い合わせの際は、税務署の電話番号にお掛けいただき、自動音声案内にしたがって、「２」をご選択ください。

○ 駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用など車での来場はご遠慮ください。

大町税務署

インボイス制度に関する情報は、国税庁ホーム
ページの「イインンボボイイスス制制度度特特設設ササイイトト」へ

制度に関する一般的なご相談は、コールセンターへ

【【専専用用ダダイイヤヤルル】】 －－ －－ （（無無料料））
【【受受付付時時間間】】 ：： ～～ ：： （（土土日日祝祝除除くく））

登録要否相談会 の ご 案 内

インボイス制度説明会

▷▷ 登登録録要要否否相相談談会会 ：： 登登録録のの考考ええ方方やや必必要要なな情情報報等等のの案案内内

消費税の基本的な仕組みやインボイス制度について理解を深めていただくため、インボイス制度説明会を開催し

ています。 登録するかお悩みの方には、登録要否相談会へのご参加もお勧めしています。

大大町町税税務務署署

個個人人課課税税部部門門
℡℡

法法人人課課税税部部門門
℡℡

１１５５名名

事事前前予予約約制制

申申込込期期限限
月月 日日

大大町町税税務務署署
１１階階会会議議室室

大大町町市市大大町町
３３１１９９００－－１１６６

   お問合せ　大町税務署　個人課税部門　電話：0261–22–0410（音声案内で「2」を選択）

大
町
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
主
の
皆
様
へ
、
令
和
５
年
分

青
色
決
算
説
明
会
開
催
の
ご
案
内

　
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
主
の
方
の

青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成

に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、

青
色
申
告
会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
業
所
得
に
係
る
決
算
書
の
作
成
方

法
や
作
成
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
、
税
の
専
門
家
で
あ
る
税
理

士
が
説
明
を
行
い
ま
す
。（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
激
に
拡
大
し

た
場
合
は
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

■ 

農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

・ 

12
月
5
日
（
火
曜
日
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
　
Ｊ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
ド

２
階
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

※ 

大
北
全
地
区
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
事
前
予
約
制
に
て
開
催
い
た
し

ま
す
。
予
約
を
希
望
す
る
方
は
12
月

1
日（
金
曜
日
）の
午
後
４
時
ま
で
に
、

大
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門
（
電
話

0
2
6
1
‐
２
２
‐
０
６
７
４
）
へ

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

事
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

・ 

12
月
6
日
（
水
曜
日
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
　
白
馬
商
工
会
館

※ 

先
着
20
名
の
定
員
制
で
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
国
税
庁
で
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
の
再
生
リ

ス
ト
「
記
帳
・
決
算
の
し
か
た
」
に
お

い
て
、
記
帳
の
方
法
に
つ
い
て
解
説
し

た
動
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
新

た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
、
記
帳

の
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

動画視聴は
こちらから
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認認知知症症をを学学ぶぶ講講演演会会認認知知症症をを学学ぶぶ講講演演会会

テテーーママ

認認知知症症性性疾疾患患をを識識るる
医医科科‐‐歯歯科科連連携携診診療療のの重重要要性性

講講師師 神神奈奈川川歯歯科科大大学学 歯歯学学部部
臨臨床床先先端端医医学学系系認認知知症症医医科科学学分分野野

教教 授授 眞眞鍋鍋 雄雄太太 先先生生
入入場場料料 無無料料

主催 北アルプス医療センターあづみ病院 認知症疾患医療センター
共催 大町市・池田町・松川村・白馬村・小谷村
後援 一般社団法人 大北医師会・一般社団法人 大北歯科医師会・大北薬剤師会・

北アルプス広域連合

池田町交流センターかえでにお越しいただく場合は事前申し込みは不要です。

白馬村の 視聴会場での参加をご希望される方は、以下へ申し込みが必
要です。

白馬村地域包括支援センター

お問い合わせ
北アルプス医療センターあづみ病院認知症疾患医療センター 病院代表

日時 令和 年 月 日 土曜日
開場 時 分から
開演 時から 時 分

会場 白馬村役場 ２階 ・ 号室
（サテライト）下記へ予約必要

メイン会場
池田町交流センターかえで

口から守る あなたの脳
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 １学年登山を実施しました。白馬大池コースと白馬岳コースの２隊に分かれてそれぞれがゴールを目指しました。当日は晴

天に恵まれ、素晴らしい景色を眺めながら登山を楽しむことができました。栂池自然園にある登山口から白馬大池までは、樹

林帯に始まり、湿原や岩場、ハイマツ帯が次々と現れる、変化に富んだルートを登りました。 

 白馬岳コースは白馬大池からさらに、小蓮華山、三国境を経て白馬岳山頂に向かいました。小蓮華山から白馬岳までは後立

山連峰を望む縦走路となり、雄大な景色を眺めながら雲の上の稜線歩きを楽しみました。本格的な登山が初めての生徒もおり、

時折つらそうな表情を見せていましたが、生徒どうしで励まし合いながら無事に登り切ることができました。 

 今回の山行の中でお互いに助け合いながら行動することで、学年の団結力や絆がより深まったのではないかと思います。ま

た、白馬三山をはじめとする北アルプスの雄大な自然の中で学ぶことに誇りを持ってくれたらと思います。 

今年も晴天の下、強歩大会を実施することができました。白馬高校発着で、

白馬八方尾根スキー場の黒菱駐車場を折り返し点とする総距離約 22 ㎞の

山岳コースです。入賞（男女それぞれ上位 10 名）を目指す生徒たちは、校

長先生の合図とともに勢いよく走り出しました。 

沿道や折り返し点では保護者や地域の方々が生徒たちに声援を送ってく

ださり、大きな力になったと思います。また、ゴールでは、PTA 総務部の

方々が炊き出し豚汁とおにぎりを用意して、完歩した生徒たちを温かく迎え

てくださいました。PTA をはじめとする保護者の方々や地域の方々のおか

げで無事に終えることができました。ご協力いただいた皆様ありがとうござ

いました。 

 
白 馬 

高 校 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

令和５年 10月 20日（第 183号） 

発行：白馬高校 教務係 

  TEL 0261(72)2034(代表) 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

 ９月 29日 強歩大会 

８月 31日～９月１日 学年登山 
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１年生が就労体験を行いました。今年度は、観光業、ホテル、飲食業、土木、

介護、保育園、図書館、博物館、自動車整備、ペットホテル、美容室など 15の

事業所様にお世話になりました。 

各体験先では、生徒たちは幅広い業務を体験させていただきました。企業の

裏側を知るとともに、職場の方々にも親切にしていただき、本当によい機会に

なりました。事後学習では、グループごとに就労体験の成果をスライドにまと

め発表を行い、体験先での学びを深めました。以下、生徒の感想です。 

「大変だったが、保育園では自分たちもこういうふうに面倒を見てもらった 

んだと思った。」 

「土木は協力することが大事だと感じた。」 

「その職業に対する印象が変わった。」 

「それぞれの個性的な考えを持つ人と色々な関わりを持つことができ、さま 

ざまな感情を受け取ることができたのでよかった。」 

「学生のうちにしっかり学んで知識を広げることが大事だと教えてもらっ 

た。」 

「お客さんと話し合いながら髪型を決めて想像力が必要な仕事だとおもっ 

た。」 

「忙しい中でもお客さんと楽しそうに喋りながら仕事する姿を見て憧れた。」 

今回の就労体験を通じて、生徒それぞれが働くことの厳しさ・やりがいを感

じ、勤労観を養うことができたようです。今後も本校の様々な教育活動を通じ

て生徒の進路意識を高めていきます。ご協力いただいた皆様、ありがとうござ

いました。 

２年生が 2泊３日の修学旅行に行きました。１日目は平和学習として広島の原爆ドームと原爆資料館の見学をしました。

現地のガイドさんのお話や、資料館の生々しい写真などの資料を実際に見聞きすることができました。被爆の惨状をはじめ、

原爆が投下されるに至った経過や、当時何が起こったのか、現在にどのような影響をもたらしているのかを生徒たちは熱心

に学んでいました。 

２日目は、班別で京都・大阪を一日かけて観光しました。着物で観光している班もおり、普段は味わうことができない街

並みやグルメなどを満喫することができました。また、この日には、神社仏閣を一つ以上訪れる、外国人観光客に英語でイ

ンタビューをするなどのミッションが各グループに課され、生徒たちは訪れた神社仏閣などで外国人観光客に、どこから来

たのかや旅行の目的などを質問していました。中にはインタビューを通して仲良くなり、一緒に写真撮影をする班もありま

した。 

３日目は、ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（USJ）に行きました。班別に好きなアトラクションに乗ったり、お揃い

の被り物を買ったりなど短い時間の中で計画的に USJを楽しむことができました。 

この３日間で得た経験を今後の学校活動や将来の様々な場面で活かしてもらいたいと思います。 

４月８日 新入生歓迎会  

 

10月３日～４日 就労体験 

 

 

10月３日～５日 修学旅行 
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
約
20
名
の
参
加
者
で
行
程
14
キ
ロ
の

峰
街
道
を
歩
き
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
出
発
口
と
到
着
口
を
変

更
し
、
美
麻
の
湯
ノ
海
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
最
後
は
女
坂
を
下
り
び
っ
く
ら

ん
ど
小
川
が
終
点
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
で
は
思
わ
ず
歓
声
が
あ
が
る
ほ

ど
の
絶
景
で
、
山
頂
に
雪
化
粧
を
し
た
北
ア
ル
プ
ス
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
道
中
も
楽
し
く
秋
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

進
み
、
日
頃
運
動
し
て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
と
て
も
い
い
運
動

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
里
山
歩
き
の
講
座
は
計
画
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

筆
ペ
ン
を
使
い
手
書
き
の

楽
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、

毎
月
伝
筆
作
品
を
仕
上
げ
て

い
ま
す
。
講
座
前
半
は
、
受

講
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
お

話
を
聞
い
た
り
、
月
々
の
十

二
支
と
日
本
文
化
に
触
れ
た

り
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。
筆
ペ
ン
の
時
間
は
、

全
員
と
て
も
集
中
し
真
剣
な

が
ら
も
楽
し
ん
で
作
品
作
り

に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
最
後
に
は
仕
上
が
っ

た
作
品
を
お
互
い
に
見
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
い
い
と
こ
ろ
や

気
づ
い
た
と
こ
ろ
を
感
じ
、

次
回
以
降
へ
の
作
品
作
り
に

生
か
し
て
い
ま
す
。
全
6
回

の
講
座
で
す
が
、
各
回
そ
れ

ぞ
れ
個
性
溢
れ
る
作
品
が
で

き
あ
が
り
、
筆
ペ
ン
で
描
く

楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

里山道中「秋の峰街道を歩く」

「わでん伝
つて
筆
ふで
教室」

ふ れ あ い 教 室
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地
域
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
身
近
に
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
、
白
馬
村
近
郊
と
白
馬
に
ゆ
か
り
の
あ
る
音
楽
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

を
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

12月2日（土曜日）ウイング21文化ホール　午後1時30分開場　午後2時開演

10
月
28
日
（
土
曜
日
）
に
白
馬
北
小
学
校
体
育
館
に
て

第
39
回
白
馬
席
書
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
総
勢
39
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
静
ま
り
返
っ
た
会
場
で
、
一
生
懸
命
に
筆
を
走

ら
せ
る
参
加
者
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

推
薦
各
賞
の
受
賞
者
は
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。

第9回はつゆきコンサートのお知らせ

白馬中学３年 渡部　真奈穂 白 馬 村 長 賞

白馬中学３年 久保田　陽和 白 馬 村 議 会 議 長 賞

白馬中学１年 前堀　美空 白 馬 村 教 育 長 賞

白馬北小６年 田中　衣織 白 馬 村 公 民 館 長 賞

白馬南小６年 ケリー　楓　 大 糸 タ イ ム ス 社 賞

白馬北小４年 岡本　紗楽 白 馬 村 書 道 同 好 会 長 賞

白馬北小３年 横澤　知夏 白 馬 村 社 会 教 育 委 員 長 賞

白馬北小３年 細野　桜耶 白 馬 村 子 ど も 会 育 成 会 長 賞

第39回白馬席書大会が開催されました

演奏者・曲目紹介
【ピアノ】曽根原　真理　　シューマン 幻想曲 ハ長調 Op.17 第1楽章
【ピアノ】山本　絵里　　ショパン バラード第2番 Op.38
【フルート・ピアノ】小林 文恵、平野 友理
　　リチャード シャーマン・ロバート シャーマン 「メリー・ポピンズ・メドレー」
　　フランシス レイ 「ある愛の詩」、ミシェル ルグラン「シェルブールの雨傘」
　　タケカワ ユキヒデ「銀河鉄道999」

【ヴァイオリン・ピアノ】川瀬　麻日香、平野 友理
　　メンデルスゾーン ヴァイオリン協奏曲　ホ短調　Op.64　第2楽章

【声楽アンサンブル】Vocal Ensembie feu
　　Denn er hat seinen Engeln befohlen、 Over the rainbow、花、島唄、雪
入場料　一般500円（当日も同料金）／中学生以下無料

（入場券が必要ですので、下記プレイガイドでお求めください）
プレイガイド：白馬村教育委員会、ウイング21、明寿堂、道の駅白馬、太田薬局
　　　　　　　クリーニングのアピア、喫茶店ぷぅ、北村時計店（小谷村）、一輪の華（小谷村）
　　　　　　　大町市文化会館

※曲目など予定が変更になる場合もあります。

39回白馬席書大会　結果
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図書館だより
No.263

令和5年11月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

〇年末年始の休館のお知らせ
令和5年12月28日（木曜日）から令和6年1月3日
（水曜日）まで図書館は休館します。

返却は、年末年始休館明けに、カウンターまたは
返却ポストへお願いします。

書　　名 著者名

ぬまの100かいだてのいえ いわい　としお/作
クリスマスマーケット 降矢　なな/文・絵
おじいちゃんのくるみのき アミ＝ジョーン・パケット/ぶん
ウォーリーをさがせ!A-MAZE-INGめいろのたび マーティン　ハンドフォード/作・絵
魔女の一日　魔女になるための秘密 飯島　都陽子/作
ひと粒のチョコレートに 佐藤　清隆/文

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
鏡の国 岡崎　琢磨
薬屋のひとりごと 14 日向　夏
あなたが誰かを殺した（加賀恭一郎シリーズ） 東野　圭吾
なんかいやな感じ 武田　砂鉄
窓ぎわのトットちゃん　続 黒柳　徹子
フリーランス＆個人事業主確定申告でお金を残す！元国税調査官のウラ技 大村　大次郎
なかしましほのツイートレシピ なかしま　しほ
美術の進路相談　絵の仕事をするために、描き続ける方法 イトウ　ハジメ
一番売れてる月刊マネー誌ZAiと作った桐谷さんの株入門 桐谷　広人
薬に頼らずパーキンソン病を改善する方法
ひとりリセット旅のススメ　モヤモヤがガソリンになる こつぶ

【一般・郷土】
〇新着案内

キャンピングカーよりも経済的で、自
分好みに作れるDIY軽トラキャンパー。
19台の個性的な軽トラキャンパーの紹
介と、車の選び方、軽量材料、冷暖房
設備など、役立つ知識が満載の一冊で
す。DIYした小屋部分を降ろせば車検
も問題ありません。

『DIY軽トラキャンパーのすべて』
（扶桑社）

プロの料理人向けの本を多く手がける
柴田書店から出版された子どもでも作
れるお菓子の本。道具、材料、混ぜ方、
ラッピング、予め準備することなどが、
豊富な写真で丁寧に紹介されています。
誰かに思いを伝えたいとき、特別な日
のために、好きなお菓子を作ってみて
ください。

あれ？と思ってから病院を受診するまで
平均4年。「連続ドラマを観なくなった」

「大量の小銭が入った財布」は、認知機
能低下の最初のサインです。単なる老化
と似た症状である認知症は、発症すると
後戻りできない病気です。本書では自己
診断チェック、家族で出来ることを、具
体的な事例を挙げながら解説しています。

『パティシエにおしえてもらった
子どもがつくれるプレゼント菓子』
柴田書店/編　（柴田書店）

『認知症グレーゾーンから
Uターンした人がやっていること』
朝田　隆/著　（アスコム） 上京したての大学1年生・暖平は、新

品のこたつを自力で持ち帰っていると
ころを、落語研究会の部長・碧に助け
られる。「扇子一本と座布団さえあれば
どこでもできる」の碧の言葉に背中を
おされ、“背負亭(しょいてい)こたつ”
として高座に立つことに。新しい視点
や考え方を与えてくれる出会いと、こ
たつの成長を描いた心温まる物語。

『おあとがよろしいようで』
喜多川　泰/著　（幻冬舎）

映画監督・声優・デザイナーなど様々な
分野で活躍する25名が、14歳に観てほし
い映画を選び解説しています。少年時代
に感じたことや経験したかったことを代
弁した作品、大人になってから糧となっ
た作品、影響を受けた思い出の作品など、
約100本の映画紹介の中から、あなたに
とって特別な1本を探してみては？10代の
みならず幅広い世代に贈る映画案内です。

内容紹介

『14歳からの映画ガイド
 世界の見え方が変わる100本

 （14歳の世渡り術）』
河出書房新社/編 （河出書房新社）

今
月
の
お
す
す
め
本

プレゼントを届けに町へ出かけたサン
タさん。きのいいサンタさんは、捨て
られたネコ、犬、アヒルを家に招待し
ます。町のゴミ箱からまだ使えるおも
ちゃや楽器を拾い、泣いているおばけ
や小鬼をそり乗せ、町から帰るサンタ
さんのそりはいっぱいに…。

『きのいいサンタ』
さとうわきこ/作・絵　(金の星社)
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 事業名 対象になるお子さん

11月27日（月） 理学療法士（PT) 相談 予約制
11月28日（火） 2か月育児相談 令和5年9月生　＊子育て支援ルームで行います。
12月  4日（月） 育児・おっぱい相談 予約制
12月  7日（木） 前期乳児健診 令和5年7月生
12月  7日（木） 後期乳児健診 令和4年12月～令和5年1月生
12月18日（月） 理学療法士（PT) 相談 予約制
12月21日（木） 3歳健診 令和2年10月～令和2年12月15日生
12月26日（火） 2か月育児相談 令和5年10月生

1 1月～ 1 2月　保健ガイド
20日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

12月  8日（金） 13：00～16：00
白馬保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※12月10日は人権デーです。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 事業名 対象になるお子さん

11月22日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
12月  8日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
12月20日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　子育て支援課　母子健康係　電話0261-85-8101

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

1月16日（火） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局

当番店
11月23日 木祝 白馬診療所 遠藤内科医院 あづみ病院 いいざわ歯科医院 大町市 （0261）23-7050 フジノヤ薬局
11月26日 日 しんたにクリニック 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 近藤医院 あづみ野歯科 松川村 （0261）62-2332 フジノヤ薬局
12月  3日 日 小谷村診療所 菊地クリニック 西森整形外科 小谷歯科医院 小谷村 （0261）82-2762 ―
12月10日 日 横沢医院 小野医院 あづみ病院 大町病院口腔外科 大町市 （0261）22-0415 白馬アップル薬局
12月17日 日 栗田医院 平林医院 太田医院 小田切歯科医院 池田町 （0261）62-3134 太田薬局
12月24日 日 神城醫院 横澤内科医院 松本クリニック 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 フジノヤ薬局

■ 子育て支援ルーム
月　日 内　容 対　象 時　間

11月24日（金） ホーボーズパペットシアター（人形劇） 未就園児親子 10：30～
12月  5日（火） お昼会　＊要予約 未就園児親子 11：30～
12月  7日（木） タッチケア　＊要予約 ０歳児親子 10：30～
12月  8日（金） おはなし会 未就園児親子 11：15～
12月14日（木） おいしいものたべよの日　＊要予約 未就園児親子 11：30～

☆支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
＊日曜日～金曜日　AM9:30 ～ 12:00　
＊月曜日～金曜日　PM13:00 ～ 16:00　
　（日曜日は午前のみの利用となっています）
＊入室したらまず、検温と手洗いをお願いします。
＊行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モ にも掲載します。
＊白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モの事前登録をお勧めします。　
＊お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　（0261-72-3025）

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

11月28日(火) 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-071312月26日(火)

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。
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人口：8,389 人　男：4,208 人　女：4,181 人　世帯：4,052 世帯
（令和 5年 11 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記

今月は、2ページから掲載している、白馬村がUNWTO（国連世界観光機関）ベストツーリズムビレッジに認定され
た記事と、4ページから記載している白馬村の水道事業に関する記事をカラー印刷にて掲載しています。どちらも皆様
にしっかりとお伝えをさせていただきたい記事として、通常2色刷りで作成している記事をカラーにしています。今後も、
皆様にご愛読いただけるよう、変化をつけながらお伝えをしていきます。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1539人
（令和5年 3月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

～和歌山県人会との交流～
和歌山にルーツを持つ方々の郷土への誇りを高
めるとともに、移民の歴史に対する理解を深める
機会を創出するため、令和5年10月5日から8日
にかけて和歌山県が第2回和歌山県人会世界大会
を開催しました。
ふるさと巡りツアーとして、6日（金）に太地町
を訪れた一行は、太地こども園で園児らと交流し
たほか、くじらの博物館及び石垣記念館を見学し
ました。

幼・小・中で運動会開催
9月16日に河津中学校、30日に河津小学校、10
月7日に町立さくら幼稚園でそれぞれ運動会が開催
されました。
暑さ指数（WBGT）が「危険」レベルになった
際には屋外での練習が制限されるなど、思うよう
に練習ができないこともありました。しかし本番
では、どの運動会も選手たちは競技に一生懸命取
り組み、全力を尽くす姿が見られました。競技を
行う選手はもちろん、応援席、保護者席からも笑
顔が溢れる運動会となりました。

河津小高学年によるソーラン節

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課

いざという時のために
ダウンロードしておきましょう。

白馬村防災ナビ
（防災アプリ）
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